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可祝化できない集落内在の伝統的諸資源を

どのように観光に括かすか

How Should lnvisible Traditional Resources inside Village

be Applied to Tourism?

板　垣　啓四郎*
Keishiro ltagaki

1.着想の視点
農村の集落(むら)において,集落に内在する可視化できない伝統的諸資源を観光に括かすという

視点は,これまでほとんど意識されることはなかったようと考えられる。これまでは,自然資源,景

観(自然景観・文化景観) ,文化施設,史跡などの有形資源を回遊コ-スとして設定し,郷土食を楽

しみ設備の整った宿舎でくつろぎ,農林水産物の加工品などをお土産として購入するというパタ-ン

が常であった。グリ-ン・ツ-リズムやエコ・ツ-リズムにしても,重点の置き方は達うが,欧米と

は大きく異なり短期滞在型の農村観光周遊コ-スで,そこに体験学習や自然観察学習の機会を意識的

に取り入れてはいるものの,学習内容はほとんどどこでもパタ-ン化しており,そこに独自性や新規

性はほとんど見出しがたい。これまでの観光のあり方では,顧客を誘導し反復させるほどの魅力に乏

しいといわざるをえない。そこで,これから重要と考えられる視点は,以下に目録として列挙した可

視化できない「無形」資源を有効に活用し,それを有形資源と統合化・ -体化させて,新たな観光コ

ンセプトを創造することである。ある意味では,かかる無形資源こそが有形の観光資源に独創性や新

規性という個性を与え,新しく設定する観光コンセプトヘ組み込むことになるにちがいない。

とはいえ,可視化できない集落内在の伝統的諸資源をどのように組み合わせるかは,与えられた地

域によって多様である。最初にやるべきタスクは,無形資源の目録を作成し確認して,それに即して

与えられた地域の無形資源を現示化することである。そこで,以下観光資源として有益かどうかの議

論と判断は別にして,本報告では,集落に内在する可視化できない伝統的諸資源をカテゴリ-別に整

理しその相互閑係を検討して,無形資源を組み入れた観光モデルのプロトタイプ化を試みる。

2.可視化できない資源の目録
1.名称と方言

・名称-地名(集落名) ,姓名,屋号,船名,河川・森林・清水など,動植物などの名称の由来,

名称の付け方など

・方言-敬語,普通語,謙譲語,文法と語尾の変化,イントネ-ションなど

2.運勢と祈願

・運勢と占い・・・方位角,ノロ,御療(うたき),言い伝え

・神社,寺,仏閣・仏像,礼拝所,魔除けなどの存在とその意味

・気象変化の予知力(台風,洪水,干ばつ,季節のうつろい)

・豊作の祈願(森羅万象が崇拝の対象,山の神,水の神,火の神,田の神など)
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3.伝統的な生活文化

・伝統的な食文化(旬の食ぺ物,貯蔵食など)

-　普段の食べ物,ハレの食べ物,祭りと飲酒など

・伝統的な衣文化(季節の着物,反物の織りなど)

・伝統的な住文化(風土に合った住まい)

-　民家(農家)の間取り,屋根茸き,暖炉,風通し,石垣や生け垣,玄関,敷地内の誘導路,

屋敷林など

・医術と薬,治癒のための言い伝え,おまじない

4.伝統的な民俗文化

・伝統文化(大衆文化・大衆芸能) -民話,民謡,民踊,民芸(工芸・陶芸・民具など) ,書き物,

祭りなど

・年中行事-陰暦にしたがう家内行事(二十四節旬),陰暦にしたがう村行事(祭りなど)

5.家族生活

・家族の系図,婚戚(婚姻)関係,親戚関係,家産の相続など

・家族の機能と生括の役割分担

・農事暦と家族の労働分担

・新生児のお祝い,結婚のお祝い,敬老・長寿のお祝い

・お墓のつくり,方位,宗派,葬り方など

6 ・集落の機能

・集落の構成(組織形成構造)と仲間づくり(稚児組,少年組,青年組,壮年組,若年寄,長老組

など)

・集落における長老の果たす役割

・集落による共同作業(水路の泥すくい,道の修復,共同井戸の掘削,堤防づくりなど)

-　結(ゆい)

・集落単位での共同貯金,資金の融通(お講) (模合)

・集落での習い事(書や算盤,武術など)

・心身の鍛練と集落の結束-山登り,川泳ぎ,綱引きなど

・集落による報奨(制度)と救済(火事,葬式など)

・集落の罰則(盗み,放火,人殺し,提破り,機密外部漏えいなどへの制裁)

・集落外からの情報の取り入れ,集落からの情報の発信

・集落(自治組織)機能と外部機能(警察,消防,農協,郵便局,学校,普及センタ-など)との

関係

・組織機能,制度,資源など維持と改善・改修(集落自治組織,里地・里山,入会地,水利など)

・集落組織での話し合い(知識,情報,知恵の出し合い),企画一立案一計画一実施一評価,報告・

連絡・相談
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